
資
　
料

一
七
九
三
年
六
月
一
〇
日
⊥
一
日
の
「
共
同
財
産
の
分
割
方
式
に

関
す
る
デ
ク
レ
」
（
略
称
「
共
同
財
産
分
割
法
」
）

（
試
訳
）

大中

野村

博紘

実一

第
一
節

　
第
一
条
　
共
同
財
産
（
庄
o
湯
8
B
ヨ
仁
轟
舞
）
と
は
、
そ
の
所
有
ま

た
は
収
益
に
つ
き
、
　
一
市
町
村
（
8
ヨ
ヨ
§
Φ
）
も
し
く
は
数
市
町
村
、

ま
た
は
市
町
村
の
一
セ
ク
シ
ォ
ン
（
ω
Φ
9
凶
呂
号
8
旨
ヨ
茸
①
）
の
す
べ

て
の
住
民
が
、
一
個
の
共
同
の
権
利
を
有
す
る
財
産
で
あ
る
。

　
第
二
条
市
町
村
（
8
ヨ
ヨ
彗
o
）
と
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
一
個
の

市
町
村
〔
体
〕
、
（
導
琶
一
〇
首
毘
菰
）
を
形
成
す
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
他

の
市
町
村
〔
体
〕
の
一
部
を
成
す
に
せ
よ
、
地
域
的
交
渉
に
よ
っ
て
結
合

さ
れ
た
市
民
の
団
体
（
の
8
欲
a
号
息
8
旨
房
）
で
あ
り
、
一
市
町
村
が

共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

異
な
る
数
セ
ク
シ
ォ
ン
か
ら
成
る
な
ら
ば
、
各
々
の
セ
ク
シ
ォ
ン
が
共
同

財
産
を
分
有
す
る
よ
う
に
、
共
同
財
産
を
享
受
し
て
い
た
セ
ク
シ
ォ
ン
の

住
民
の
み
が
分
割
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
第
三
条
市
町
村
に
帰
属
す
る
す
べ
て
の
財
産
は
《
8
目
ヨ
毒
鎧
図
》

で
あ
れ
、
《
饗
鼠
糞
8
置
黄
》
で
あ
れ
、
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ

て
も
、
以
下
に
規
定
さ
れ
る
諸
形
式
に
お
い
て
か
つ
諸
規
則
に
基
づ
い

て
、
並
び
に
〔
以
下
に
〕
定
め
ら
れ
る
例
外
は
除
い
て
、
分
割
を
受
け
容

れ
る
な
ら
ば
、
分
割
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
条
　
共
同
林
（
び
o
δ
8
8
ヨ
目
き
図
）
は
、
分
割
か
ら
除
外
さ
れ

る
。
共
同
林
は
、
国
有
林
（
8
協
び
尽
諏
9
巴
窃
）
の
管
理
の
た
め
に
〔
既

八
九



共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

に
〕
定
め
ら
れ
た
、
も
し
く
は
〔
将
来
〕
定
め
ら
れ
る
諸
規
則
に
従
う
。

　
第
五
条
同
様
に
、
広
場
、
遊
歩
場
、
公
道
お
よ
び
市
町
村
の
使
用
に

属
す
る
建
造
物
は
、
分
割
か
ら
除
外
さ
れ
、
都
市
の
堀
お
よ
び
城
壁
、
公

役
務
に
供
さ
れ
る
建
造
物
お
よ
び
土
地
、
海
岸
、
海
州
（
一
巴
の
9
お
一
巴
の

号
冨
ヨ
R
）
、
港
、
船
着
場
、
停
泊
地
、
並
び
に
一
般
に
私
的
所
有
に

親
し
ま
な
い
た
め
に
公
の
財
産
（
3
ヨ
巴
器
讐
匿
o
）
の
付
属
物
と
み

な
さ
れ
る
領
土
の
す
べ
て
の
部
分
は
、
共
同
財
産
の
中
に
含
ま
れ
な
い
。

　
第
六
条
現
在
ま
で
〔
共
同
地
に
〕
家
畜
を
引
き
入
れ
る
権
利
を
享
受

し
て
い
た
市
町
村
ま
た
は
市
民
は
、
従
来
通
り
そ
の
権
利
の
享
受
を
継
続

す
る
。

　
第
七
条
市
町
村
吏
員
が
加
え
ら
れ
る
、
森
林
管
理
〔
機
関
〕
（
＆
－

昆
巳
雪
声
菖
9
ま
お
畳
α
『
①
）
の
官
吏
の
〔
視
察
〕
訪
問
お
よ
び
調
書

（
冥
8
班
－
＜
段
富
黄
）
に
基
づ
き
、
か
か
る
〔
共
同
〕
森
林
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
そ
の
性
質
上
存
続
す
る
に
足
る
だ
け
の
収
益
〔
を
有
す
る
も

の
〕
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
で
あ
る
時
は
、
当
該
調
書
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

ト
（
象
の
艮
9
）
の
執
行
部
の
意
見
（
薯
芭
に
基
づ
き
、
県
の
執
行
部
に

よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
後
、
前
条
に
定
め
ら
れ
た
例
外
は
か
か
る
部
分
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
分
割
ま
た
は
再
植
林
に
関
し
て
は
、
住

民
の
会
に
よ
っ
て
、
か
つ
以
下
に
規
定
さ
れ
る
形
式
に
お
い
て
、
審
議
さ

れ
か
つ
決
定
さ
れ
る
。

　
第
八
条
共
同
地
（
8
簿
ヨ
…
壁
図
）
の
地
面
が
全
部
ま
た
は
一
部
に

九
〇

つ
い
て
水
没
し
、
か
つ
そ
の
干
拓
が
一
般
事
業
（
窪
＃
9
二
8
隠
昌
曾
巴
①
）

に
よ
ら
な
け
れ
ば
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ぽ
、
水
没
し
た
部

分
の
分
割
は
、
干
拓
が
執
行
さ
れ
る
ま
で
停
止
さ
れ
る
。

　
国
民
公
会
（
0
8
お
旨
凶
8
轟
識
8
巴
①
）
は
、
農
業
委
員
会
（
O
o
ヨ
一
叡

山
、
禮
臣
8
一
9
お
）
に
対
し
、
〔
一
七
九
〇
年
〕
　
一
二
月
二
六
日
“
一
七
九

一
年
一
月
五
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
沼
沢
地
（
ヨ
巽
巴
ω
）

の
干
拓
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
デ
ク
レ
案
を
直
ち
に
公
会
に
提
出
す
る

こ
と
を
任
ず
る
。

　
第
九
条
　
鉱
山
、
鉱
地
、
採
石
場
お
よ
び
そ
の
他
の
鉱
産
物
を
包
蔵
し
、

そ
の
価
額
が
鉱
産
物
を
覆
う
地
面
の
価
額
を
越
え
、
ま
た
は
、
市
町
村
の

た
め
で
あ
れ
、
共
和
国
の
た
め
で
あ
れ
、
一
般
の
利
益
（
暮
ま
叡
職
泳
・

壁
一
〇
）
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
土
地
は
、
〔
分
割
を
〕
留
保
さ
れ
る
。

　
第
一
〇
条
市
町
村
は
、
そ
の
《
寓
o
瀦
葛
巳
ヨ
o
艮
き
す
の
分
割
に

関
す
る
い
か
な
る
行
為
を
も
行
う
前
に
、
一
七
九
一
年
八
月
五
日
の
デ
ク

レ
に
従
っ
て
、
そ
の
負
債
の
弁
済
を
為
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。第

二
節

　
第
一
条
共
同
財
産
の
分
割
は
、
在
・
不
在
を
問
わ
ず
、

令
お
よ
び
す
べ
て
の
性
の
、
住
所
を
有
す
る
（
3
且
o
ま
）

り
で
（
唱
胃
脇
冨
）
為
さ
れ
る
。

す
べ
て
の
年

住
民
の
頭
割



　
第
二
条
住
民
で
な
い
〔
土
地
〕
所
有
者
は
、
分
割
に
対
す
る
い
か
な

る
権
利
も
有
し
な
い
。

　
第
三
条
　
一
七
九
二
年
八
月
一
四
目
の
デ
ク
レ
の
公
布
（
冥
o
糞
三
讐
－

諏
9
）
の
日
の
一
年
以
前
に
市
町
村
内
に
住
所
を
有
し
た
、
も
し
く
は
、

他
の
市
町
村
に
居
住
し
よ
う
と
す
る
た
め
と
は
い
え
、
こ
の
時
の
一
年
以

前
に
は
そ
こ
を
離
れ
て
い
な
か
っ
た
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
は
、
住

民
と
み
な
さ
れ
る
。

　
第
四
条
定
額
小
作
人
（
胤
震
邑
段
ω
）
、
分
益
小
作
人
（
ヨ
警
塁
R
ω
）
、

作
男
（
〈
巴
g
の
3
一
菩
o
自
）
、
家
内
使
用
人
（
3
ヨ
3
寓
2
霧
）
、
お
よ

び
一
般
に
す
べ
て
の
市
民
は
、
住
民
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る

諸
資
格
を
具
備
し
さ
え
す
れ
ば
、
分
割
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
第
五
条
す
べ
て
の
市
民
は
、
自
己
の
住
居
（
冨
玄
鼠
菖
目
）
を
有
す

る
場
所
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
〔
そ
こ
で
〕
分
割

に
対
す
る
権
利
を
す
る
。

　
第
六
条
　
一
時
的
な
公
の
職
務
（
8
8
二
〇
拐
2
窪
β
8
）
を
引
受
け

た
者
は
、
前
条
の
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
、
か
つ
、
ま
さ
に
そ
の
職
務
の
行

使
の
た
め
に
離
れ
た
市
町
村
に
お
い
て
自
己
の
分
割
に
与
る
権
能
を
有
す

る
。
こ
の
例
外
は
、
旅
回
り
の
家
内
使
用
人
お
よ
び
商
人
に
拡
張
さ
れ

る
。
　
第
七
等
　
父
母
は
、
自
分
の
子
の
手
に
入
る
持
分
的
部
分
（
B
旨
一
8
）

を
、
そ
の
子
が
一
四
歳
に
達
す
る
ま
で
、
享
受
す
る
。

共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

　
い
か
な
る
者
も
、
二
市
町
村
に
お
い
て
分
割
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
八
条
　
後
見
人
す
な
わ
ち
孤
児
の
扶
養
の
任
に
当
た
る
者
は
、
分
割

に
つ
き
孤
児
の
手
に
入
る
持
分
的
部
分
の
保
全
を
注
意
し
て
監
視
す
る
。

　
第
九
条
　
市
町
村
体
（
8
壱
の
ヨ
琶
三
短
泰
）
は
、
特
に
、
共
和
国

の
防
衛
に
献
身
し
た
市
民
の
手
に
入
る
持
分
的
部
分
の
維
持
お
よ
び
保
全

を
、
善
良
な
家
父
の
注
意
を
も
っ
て
（
9
げ
o
嵩
冨
器
の
3
富
日
≡
①
）
、

監
視
す
る
任
に
当
た
る
。
市
町
村
体
は
市
町
村
の
費
用
で
そ
れ
ら
〔
の
土

地
〕
を
耕
作
さ
せ
、
か
つ
、
分
割
に
与
る
者
（
冒
旨
囲
8
暮
ω
）
の
利
益

の
た
め
に
収
穫
さ
せ
る
。
こ
の
後
者
の
規
定
は
、
戦
時
に
の
み
適
用
さ
れ

る
。　
第
一
〇
条
　
か
つ
て
の
領
主
は
、
住
民
と
い
え
ど
も
、
一
六
六
九
年
の

王
令
第
二
五
章
第
四
条
の
執
行
の
た
め
に
、
三
分
割
権
（
昏
o
濤
号
鼠
－

謡
①
）
を
行
使
し
た
時
は
、
た
と
え
領
主
で
な
い
個
人
の
た
め
に
自
己
の

持
分
的
部
分
を
処
分
し
た
に
せ
よ
、
分
割
に
対
す
る
権
利
を
有
し
な
い
。

　
第
一
一
条
　
当
該
一
六
六
九
年
の
王
令
第
二
五
章
第
四
条
に
よ
っ
て
設

定
さ
れ
た
三
分
割
権
は
、
一
七
九
〇
年
三
月
一
五
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て

廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
二
条
各
々
の
住
民
は
、
分
割
に
際
し
自
分
の
手
に
入
る
持
分
的

部
分
の
十
全
な
所
有
権
を
享
受
す
る
。

　
第
二
二
条
し
か
し
な
が
ら
、
各
々
の
住
民
は
、
本
デ
ク
レ
の
公
布
以

九
一



共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

後
一
〇
年
間
は
そ
の
持
分
的
部
分
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
か
つ
、

各
々
の
住
民
が
行
う
こ
と
の
あ
る
売
却
は
無
効
と
み
な
さ
れ
る
。

　
第
一
四
条
相
互
放
牧
（
℃
巽
8
貫
ω
）
は
、
分
割
に
対
す
る
い
か
な
権

る
利
も
与
え
な
い
。

　
第
一
五
条
本
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
方
法
と
は
異
な
る
、

《
庄
Φ
湧
8
目
旨
§
窪
図
3
づ
讐
『
冒
〇
三
雲
図
》
の
分
割
を
行
う
方
法
を

定
め
る
す
べ
て
の
証
書
（
8
3
）
ま
た
は
慣
習
（
霧
甜
o
）
は
無
効
と
み

な
さ
れ
、
か
つ
、
本
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
諸
形
式
に
お
い
て
分

割
は
行
わ
れ
る
。

　
第
一
六
条
分
割
に
際
し
各
々
の
市
民
の
手
に
入
る
共
同
地
の
持
分
的

部
分
は
、
公
の
租
税
（
8
旨
二
び
暮
一
〇
霧
2
呂
2
Φ
の
）
の
支
払
い
の
た
め

〔
と
い
う
場
合
〕
を
除
い
て
は
、
本
デ
ク
レ
の
公
布
前
に
お
い
て
さ
え
も
、

〔
お
よ
び
〕
当
該
公
布
以
後
一
〇
年
間
は
、
負
債
の
た
め
に
差
押
え
ら
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
節

　
第
一
条
共
同
財
産
の
分
割
は
任
意
（
富
o
巳
9
葺
）
で
あ
る
。

　
第
二
条
　
本
デ
ク
レ
の
公
示
（
宅
呂
8
什
一
9
）
後
八
日
〔
以
後
に
〕
、

そ
の
範
囲
内
に
共
同
財
産
の
存
す
る
市
町
村
庁
（
ヨ
琶
§
葛
一
厭
）
、
も
し

く
は
、
そ
の
存
し
な
い
場
合
に
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
行
政
庁
（
区
－

巨
三
曾
轟
怠
自
α
仁
良
巽
ユ
o
什
）
が
、
市
町
村
総
会
（
器
器
ヨ
三
魯
ω
8
孚

九
二

ヨ
…
巴
8
）
の
招
集
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
形
式
に
お
い
て
、
分
割
に
対

す
る
権
利
を
有
す
る
す
べ
て
の
市
民
を
招
集
す
る
。

　
第
三
条
住
民
の
会
（
器
器
B
窪
曾
儀
霧
富
獣
け
き
け
ω
）
は
、
常
に
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。

　
第
四
条
　
住
民
の
会
は
、
市
町
村
総
会
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
形
式
に

従
っ
て
、
開
催
さ
れ
る
。

　
第
五
条
　
性
を
問
わ
ず
、
分
割
に
対
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
二
一
歳

〔
以
上
〕
の
、
す
べ
て
の
個
人
は
、
〔
住
民
の
会
で
〕
表
決
権
を
有
す
る
。

　
第
六
第
　
〔
住
民
の
〕
会
の
開
会
に
際
し
、
市
町
村
の
総
評
議
会
（
8
￥

ω
①
出
o
Q
魯
曾
包
号
富
8
目
ヨ
琶
Φ
）
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
委
員
は
、

そ
の
招
集
の
件
に
つ
い
て
〔
住
民
の
〕
会
に
知
ら
し
め
、
か
つ
、
本
デ
ク

レ
を
朗
読
し
、
そ
の
後
に
議
長
お
よ
び
書
記
の
選
任
が
行
な
わ
れ
る
。

　
第
七
条
形
成
さ
れ
た
〔
住
民
の
〕
会
は
、
直
ち
に
そ
の
共
同
財
産
を

全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
分
割
す
べ
き
か
ど
う
か
を
審
議
す
る
。

　
第
八
条
　
意
見
は
、
賛
成
か
反
対
か
に
よ
っ
て
採
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
第
九
条
　
票
の
三
分
の
一
が
分
割
に
賛
成
す
れ
ぽ
、
分
割
が
決
定
さ
れ

る
。　
第
一
〇
条
　
こ
の
決
定
の
後
、
分
割
を
定
め
る
議
決
は
、
も
は
や
撤
回

さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
一
一
条
　
〔
住
民
の
〕
会
は
、
分
割
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、

そ
の
共
同
の
収
益
（
甘
忌
器
き
8
窪
8
日
ヨ
琶
）
が
市
町
村
に
と
っ
て



有
益
で
な
い
よ
う
な
共
同
財
産
の
売
却
ま
た
は
賃
貸
を
議
決
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
当
該
議
決
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
執
行
部
の
意
見

に
基
づ
い
て
、
当
該
共
同
財
産
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
親
し
ま
な
い
か
ど

う
か
を
確
認
さ
せ
る
県
の
執
行
部
（
象
お
9
9
括
身
山
曾
霞
器
ヨ
o
旨
）

に
よ
っ
て
、
許
可
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
効
果
を
生
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
第
二
一
条
住
民
の
会
は
、
同
様
に
し
て
、
共
同
財
産
が
共
同
に
収
益

さ
れ
る
こ
と
の
継
続
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合

に
は
、
〔
住
民
の
〕
会
は
、
そ
の
共
同
収
益
を
規
制
す
る
た
め
に
も
っ
と

も
有
効
だ
と
考
え
る
諸
規
則
（
泳
笹
8
）
を
定
め
る
。

　
第
一
三
条
共
同
の
収
益
を
決
定
す
る
議
決
は
、
一
年
以
内
は
撤
回
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
第
一
四
条
そ
の
場
合
、
収
益
方
法
を
定
め
る
議
決
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ

ク
ト
の
執
行
部
の
意
見
に
基
づ
い
て
許
可
さ
れ
る
た
め
に
、
県
の
執
行
部

に
伝
逢
さ
れ
る
。

　
第
一
五
条
住
民
の
会
が
、
共
同
地
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
共
同
の
収

益
を
決
定
し
た
場
合
、
自
分
の
家
畜
を
そ
こ
に
引
き
入
れ
る
権
利
を
享
受

し
て
い
た
、
住
民
で
な
い
〔
土
地
〕
所
有
者
は
、
そ
の
他
の
住
民
と
同
様

に
、
〔
そ
の
権
利
を
〕
享
受
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
。

　
第
一
六
第
分
割
が
決
定
さ
れ
た
時
、
〔
住
民
の
〕
会
は
、
分
割
を
実

行
す
る
た
め
に
、
市
町
村
外
か
ら
選
ば
れ
る
三
名
の
鑑
定
人
（
象
需
旨
の
）

　
　
　
　
共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

1
少
な
く
と
も
そ
の
中
の
一
名
は
測
量
士
で
あ
る
ー
、
お
よ
び
〔
住

民
の
〕
会
の
中
で
選
ば
れ
る
二
名
の
指
図
人
（
ぎ
象
8
け
窪
お
）
の
選
任
を

行
な
う
。

　
第
一
七
条
こ
の
選
任
は
、
大
声
で
、
か
つ
投
票
の
相
対
多
数
で
為
さ

れ
る
。

　
第
一
八
条
〔
住
民
の
〕
会
が
、
第
一
〔
回
目
〕
の
会
議
の
た
め
に
定
め

ら
れ
た
日
曜
日
に
そ
の
活
動
を
終
え
な
け
れ
ば
、
次
の
日
曜
日
に
延
長
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
九
条
〔
住
民
の
〕
会
の
調
書
は
、
二
通
の
原
本
に
（
9
藍
召
一
）

作
成
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
通
は
市
町
村
の
文
書
部
（
巽
〇
三
く
窃
）
に
、
他

の
一
通
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
文
書
部
に
寄
託
さ
れ
る
。

　
第
二
〇
条
　
市
町
村
の
総
評
議
会
は
、
選
任
さ
れ
た
鑑
定
人
と
、
そ
の

活
動
の
た
め
に
彼
ら
に
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
対
価
を
、
予
め
協
定
す

る
。　
第
二
一
条
鑑
定
人
は
、
直
ち
に
、
分
割
、
お
よ
び
、
土
地
の
性
質
の

差
異
に
応
じ
、
境
界
の
区
分
に
よ
っ
て
、
各
々
の
分
割
地
（
一
9
）
の
比
較

に
基
づ
き
か
つ
釣
合
の
と
れ
た
決
定
を
行
う
。

　
第
一
三
条
　
各
々
の
分
割
地
は
、
番
号
を
付
さ
れ
る
。

　
第
二
三
条
　
鑑
定
人
は
、
指
図
人
と
協
力
し
て
、
す
べ
て
の
出
口

（
一
の
霊
8
）
と
し
て
必
要
な
道
路
、
並
び
に
内
部
の
交
通
お
よ
び
個
人
の

利
用
の
た
め
に
残
し
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
る
道
路
を
、
予
め
指
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

る
。
鑑
定
人
は
、
同
様
に
し
て
、
す
べ
て
の
運
河
（
8
器
黄
）
、
排
水
溝

（
8
器
診
山
、
猪
o
暮
）
、
並
び
に
必
要
に
し
て
か
つ
共
同
の
利
益
の
た
め
の

そ
の
他
の
工
作
物
（
o
豆
①
8
α
．
巽
什
）
を
、
分
割
す
べ
き
総
体
か
ら
全
く

除
外
す
る
た
め
に
、
指
定
す
る
。

　
第
二
四
条
当
該
鑑
定
人
は
、
同
様
に
し
て
、
あ
る
地
で
は
家
畜
に
水

飼
う
た
め
、
も
し
く
は
一
般
の
利
益
に
関
す
る
そ
の
他
の
使
用
の
た
め
に

不
可
欠
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
池
沼
（
ヨ
賃
2
）
ま
た
は
共
同

水
飼
場
（
筈
3
衰
o
富
8
ヨ
糞
章
の
）
に
達
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
を

指
定
す
る
。

　
第
二
五
条
　
鑑
定
人
は
、
そ
の
活
動
の
調
書
を
二
通
の
原
本
に
作
成

し
、
そ
れ
に
指
図
人
と
並
ん
で
署
名
し
、
か
つ
そ
の
中
の
一
通
は
市
町
村

の
文
書
部
に
、
他
の
一
通
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
文
書
部
に
寄
託
さ
れ

る
。　
第
二
六
条
鑑
定
人
が
、
そ
の
活
動
を
終
了
し
、
か
つ
そ
の
調
書
を
閉

じ
て
か
ら
直
ち
に
、
各
々
の
分
割
地
が
抽
選
さ
れ
る
。

　
第
二
七
条
従
っ
て
、
市
町
村
吏
員
は
、
予
め
八
日
〔
以
前
に
〕
、
抽

選
日
を
宣
明
さ
せ
る
。
抽
選
日
は
常
に
日
曜
日
で
あ
る
。

　
第
二
八
条
各
々
の
分
割
地
に
対
応
す
る
番
号
札
は
、
抽
選
箱
（
畦
器
）

の
中
に
置
か
れ
る
。

　
第
二
九
条
点
呼
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
為
さ
れ
、
か
つ
、
市
町
村

吏
員
は
欠
席
者
の
代
わ
り
に
抽
選
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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第
三
〇
条
　
〔
抽
選
に
関
す
る
〕
調
書
は
、
す
べ
て
二
通
の
原
本
に
作

成
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
一
通
は
市
町
村
の
文
書
部
に
、
他
の
一
通
は
デ
ィ

ス
ト
リ
ク
ト
の
文
書
部
に
寄
託
さ
れ
る
。

　
第
三
一
条
分
割
の
実
施
が
要
す
る
費
用
は
、
共
同
に
分
割
に
与
る
者

（
8
思
昌
轟
8
旨
ω
）
の
間
で
、
頭
割
り
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

　
第
三
二
条
共
同
財
産
が
、
先
の
〔
数
〕
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ

な
か
っ
た
土
地
定
期
金
（
お
暮
o
ま
8
汐
お
）
ま
た
は
貢
租
（
括
留
く
彗
8
）

を
課
せ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
利
害
関
係
人
（
一
旨
曾
＄
ω
診
）
が
、
分
割

の
費
用
を
支
払
い
、
か
つ
、
共
同
〔
財
産
〕
が
負
担
す
る
定
期
金
ま
た
は

貢
租
の
元
本
（
8
筥
鼠
黄
）
を
償
還
す
る
た
め
に
足
る
だ
け
の
、
当
該

〔
共
同
〕
財
産
の
一
部
分
を
譲
渡
す
る
方
を
選
ば
な
い
限
り
、
そ
〔
の
土

地
定
期
金
ま
た
は
貢
租
〕
は
分
割
を
行
な
う
前
に
買
戻
さ
れ
、
か
つ
、
買

戻
し
料
（
鷺
酵
留
鍔
魯
讐
）
は
共
同
に
分
割
に
与
る
者
の
間
で
頭
割
り

に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

　
第
三
三
条
　
共
同
財
産
の
全
部
も
し
く
は
一
部
が
賃
貸
さ
れ
て
い
た
な

ら
ば
、
共
同
に
分
割
に
与
る
者
は
、
賃
貸
借
（
び
巴
一
）
を
維
持
す
る
か
、

ま
た
は
〔
解
約
の
場
合
〕
賃
借
人
に
補
償
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
第
三
四
条
　
〔
一
七
九
二
年
〕
一
〇
月
一
一
月
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、

共
同
財
産
の
一
部
を
耕
作
し
か
つ
播
種
し
た
市
民
は
、
そ
の
労
働
か
ら
生

ず
る
収
穫
物
を
享
受
す
る
。
但
し
、
分
割
を
理
由
に
、
そ
れ
ら
〔
の
市
民
〕

に
対
し
て
い
か
な
る
故
障
も
障
害
も
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



　
第
三
五
条
　
本
デ
ク
レ
の
公
布
の
目
か
ら
最
初
の
五
年
間
は
、
分
割
さ

れ
た
〔
土
地
〕
資
産
に
関
す
る
各
々
の
交
換
契
約
（
8
暮
『
暮
儀
．
警
訂
轟
o
）

に
対
す
る
登
録
税
（
9
0
津
山
．
o
畦
濃
馨
話
ヨ
o
旨
）
の
全
〔
額
〕
と
し
て
、

一
五
ス
ー
の
み
が
徴
収
さ
れ
る
。

　
第
三
六
条
本
デ
ク
レ
を
理
由
と
し
て
、
《
く
o
器
舞
》
《
〈
o
獣
霧
》
の

名
、
ま
た
は
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
名
称
で
知
ら
れ
る
村
道
（
o
冨
巨
房

く
憲
召
受
）
の
現
状
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
で
ぎ
な
い
。
国
民
公

会
は
、
農
業
委
員
会
に
対
し
、
村
道
が
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幅
を
決

定
す
る
た
め
の
デ
ク
レ
案
を
直
ち
に
公
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
任
ず
る
。

　
第
三
七
条
あ
る
い
は
分
割
さ
れ
な
い
《
ぴ
一
〇
霧
窓
9
日
9
置
受
S

8
導
ヨ
§
霊
す
の
賃
貸
料
か
ら
、
あ
る
い
は
住
民
の
会
が
売
却
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
し
か
つ
許
可
を
得
た
そ
れ
ら
〔
の
《
び
一
魯
礁
麗
区
日
o
・

三
雲
図
霊
8
ヨ
ヨ
琶
雲
図
》
〕
の
売
却
か
ら
生
ず
る
収
入
は
、
も
は
や
差

引
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
（
窪
B
o
ぎ
ω
ぎ
速
鼠
）
の
で
も
な
け
れ
ば
、
地

方
負
担
（
o
冨
お
o
巴
0
8
一
8
）
の
弁
済
に
使
わ
れ
る
の
で
も
な
く
て
、
共

同
財
産
の
分
割
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
形
式
に
お
い
て
、
頭
割
り
に
分
配

さ
れ
る
。第

四
節

第
一
条
共
和
国
全
土
に
お
い
て
、
《
け
R
お
ω
毒
ぎ
霧
9

《
讐
斡
。
の
》
”
《
讐
鼠
ひ
q
8
の
》
｝
《
冨
包
8
》
噂
《
窓
8
0
q
・
の
》
｝

共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

〈
印
o
q
q
o
の
γ

《
忌
江
ω
y

《
a
8
8
》
鳩
《
ぼ
ξ
9
0
の
》
”
《
ぴ
o
一
ω
8
ヨ
ヨ
呂
ω
》
℃
倉
段
琶
霧
》
｝
《
養
・

8
旨
豊
《
葛
一
拐
》
｝
《
ヨ
貰
頸
凶
ω
》
《
ヨ
貰
似
8
鴨
ω
》
《
ヨ
8
鼠
讐
窃
》
と

い
う
種
々
の
名
で
、
お
よ
び
そ
の
他
す
べ
て
の
何
ら
か
の
名
称
で
知
ら
れ

る
す
べ
て
の
共
同
財
産
一
般
は
、
そ
の
性
質
上
、
か
か
る
共
同
地
が
存
す

る
地
域
に
お
け
る
市
町
村
、
ま
た
は
市
町
村
の
セ
ク
シ
ォ
ン
の
住
民
も
し

く
は
構
成
員
の
全
体
に
所
属
し
か
つ
帰
属
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
、
当
該
市
町
村
ま
た
は
市
町
村
の
セ
ク
シ
ォ
ン
は
、
以
下
の

〔
数
〕
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
制
約
お
よ
び
限
定
の
下
に
、
そ
れ
ら
〔
の

共
同
財
産
〕
を
返
還
請
求
す
る
（
お
く
窪
象
2
段
）
こ
と
を
許
さ
れ
か
つ

許
可
さ
れ
る
。

　
第
二
条
数
市
町
村
が
、
三
〇
年
以
上
の
間
、
何
れ
の
側
に
も
証
書

（
怠
霞
①
）
な
く
し
て
、
一
つ
の
共
同
財
産
を
競
合
し
て
保
有
（
窪
づ
o
甲

ω
o
ω
ω
δ
ロ
0
8
8
畦
Φ
旨
）
し
て
い
る
時
、
そ
れ
ら
〔
の
数
市
町
村
〕
は
、

一
市
町
村
の
住
民
が
そ
の
間
に
お
け
る
共
同
〔
財
産
〕
の
分
割
に
関
し
て

〔
有
す
る
の
と
〕
同
様
の
、
一
つ
の
共
同
の
権
利
も
し
く
は
慣
習
を
有
す
る

土
地
の
分
割
も
し
く
は
分
配
を
為
す
ま
た
は
為
さ
な
い
権
能
を
有
す
る
。

　
第
三
条
　
か
か
る
〔
数
〕
市
町
村
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
分
割
ま
た
は

分
配
の
場
合
に
は
、
〔
数
〕
市
町
村
は
、
そ
の
分
割
の
実
行
の
た
め
に
、

各
々
の
側
で
、
鑑
定
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
鑑
定

人
は
、
そ
の
活
動
の
調
書
を
作
成
す
る
。
そ
の
調
書
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

の
文
書
部
に
寄
託
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
適
式
の
謄
本
（
①
壱
匿
三
自
雪

九
五



共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

8
吋
ヨ
o
）
は
共
同
に
分
割
に
与
る
各
々
の
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て
、
や
は

り
そ
の
文
書
部
に
寄
託
さ
れ
る
。

　
第
四
条
当
該
鑑
定
人
間
に
お
け
る
区
分
（
良
く
巨
3
）
の
場
合
、
県

の
執
行
部
に
よ
っ
て
、
遅
滞
な
く
第
三
の
鑑
定
人
（
け
一
R
ω
6
巻
Φ
旨
）
一

名
の
選
任
が
行
な
わ
れ
る
。

　
第
五
条
国
民
公
会
は
、
法
律
ま
た
は
慣
習
に
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る

場
所
に
お
け
る
相
互
放
牧
（
℃
胃
8
畦
ω
）
お
よ
び
共
同
放
牧
（
〈
巴
器

冨
9
3
）
に
つ
い
て
、
本
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
予
断
す
る
つ
も
り
は
全
く
な

い
。
国
民
公
会
は
、
農
業
委
員
会
に
対
し
、
こ
の
事
項
に
関
す
る
報
告
を

直
ち
に
公
会
に
為
す
こ
と
を
付
託
す
る
。

　
第
六
条
本
デ
ク
レ
の
公
示
前
の
、
か
つ
、
そ
の
規
定
に
反
す
る
す
べ

て
の
分
割
は
、
無
効
を
宣
言
さ
れ
る
。

　
第
七
等
　
一
七
九
一
年
四
月
二
一
百
u
二
〇
日
の
デ
ク
レ
の
第
一
章
に

よ
っ
て
為
さ
れ
た
分
割
は
、
一
七
六
四
年
六
月
一
四
日
お
よ
び
一
七
六
六

年
四
月
二
一
百
の
勅
令
お
よ
び
宣
言
の
文
言
に
よ
り
並
び
に
そ
の
執
行
の

た
め
に
干
拓
さ
れ
か
つ
開
墾
さ
れ
た
土
地
の
保
有
と
同
様
に
、
維
持
さ
れ

る
。
　
第
八
条
《
＄
環
窃
く
巴
諾
の
9
苺
讐
霧
》
λ
鴉
暮
霧
》
λ
鳴
三
讐
8
》

《
『
区
8
》
《
B
巽
巴
ω
》
《
庄
o
房
げ
震
ヨ
霧
》
導
《
轟
8
旨
の
》
に
関
す
る

か
つ
て
の
領
主
の
所
有
権
を
証
明
す
る
た
め
に
、
一
七
九
二
年
八
月
二
八

日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
四
〇
年
の
占
有
は
、
い
か
な
る
場
合

九
六

で
も
、
適
法
な
証
書
（
蜂
3
一
猪
ま
B
o
）
に
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
適
法
な
証
書
と
は
、
封
建
権
力
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

一
七
九
二
年
八
月
二
八
目
の
デ
ク
レ
の
第
八
条
に
従
っ
て
、
彼
ら
〔
か
つ

て
の
領
主
〕
が
当
該
〔
共
同
〕
財
産
を
適
法
に
取
得
し
た
こ
と
を
立
証
す

る
公
署
証
書
（
8
3
窪
昌
o
旨
昼
垢
）
の
み
で
あ
る
。

　
第
九
条
　
本
デ
ク
レ
の
精
神
は
、
決
し
て
個
人
の
か
つ
平
穏
な
保
有
を

脅
か
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
封
建
権
力
の
濫
用
お
よ
び
寡
奪
を
禁
圧
す
る

こ
と
に
す
ぎ
な
い
が
故
に
、
四
〇
年
前
か
ら
一
七
八
九
年
八
月
四
日
の
時

ま
で
〔
に
為
さ
れ
た
〕
す
べ
て
の
譲
与
（
8
琴
雰
巴
o
諾
）
、
売
却
、
強
制

配
当
（
8
ぎ
8
菖
o
諺
ま
『
鼠
8
）
、
分
割
ま
た
は
そ
の
他
の
保
有
は
、
現

保
有
者
（
2
器
窃
8
葺
の
鴛
言
巴
ω
）
ま
た
は
そ
の
前
主
（
”
暮
窪
お
）
だ

が
、
包
括
名
義
の
封
地
の
任
意
的
取
得
者
（
8
ε
曾
①
畦
の
く
o
一
〇
暮
巴
お
の
）

ま
た
は
受
贈
者
（
3
葛
鼠
ヰ
霧
）
、
相
続
人
（
げ
曾
三
①
お
）
も
し
く
は
受
遺

者
（
一
猪
暮
巴
3
の
）
で
は
な
い
者
の
た
め
に
、
前
の
〔
数
〕
条
の
規
定
か

ら
除
外
す
る
。

　
第
一
〇
条
そ
し
て
、
当
該
共
同
財
産
ま
た
は
そ
の
一
部
を
四
〇
年
前

か
ら
一
七
八
九
年
八
月
四
日
の
当
該
時
期
ま
で
保
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
者

に
関
し
て
は
、
次
の
区
別
が
為
さ
れ
る
。

　
自
ら
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
か
つ
現
に
利
用
さ
れ
（
窪
く
巴
o
貫
）
て
い

る
土
地
を
、
適
法
な
証
書
を
も
っ
て
か
つ
信
義
誠
実
に
保
有
し
、
並
び
に

自
分
自
身
の
手
も
し
く
は
そ
の
前
主
の
手
で
開
墾
し
た
市
民
は
、
領
主
ま



た
は
そ
の
他
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
自
己
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
貢
租
を
、

公
の
支
払
い
済
証
書
（
2
捧
彗
8
2
霞
2
0
）
に
よ
っ
て
完
全
に
免
除

さ
れ
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
市
町
村
に
支
払
う
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
　
証
書
を
有
し
な
い
、
も
し
く
は
そ
の
証
書
が
適
法
も
し
く
は
適
式
で
な

い
、
ま
た
は
不
誠
実
に
（
窪
ヨ
墜
く
巴
8
8
凶
）
証
書
を
設
定
し
た
ー

〔
例
え
ば
〕
、
市
町
村
吏
員
が
市
町
村
総
会
に
招
集
さ
れ
た
市
民
の
同
意
な

く
証
書
を
承
認
し
た
か
の
如
き
、
ま
た
か
つ
て
の
領
主
が
自
己
の
た
め
に

「
不
保
障
」
（
き
亭
怨
旨
旨
8
）
を
約
定
し
た
か
の
如
き
等
－
保
有
者

は
、
自
己
の
費
用
で
、
他
人
の
手
に
よ
っ
て
の
み
当
該
土
地
を
開
墾
さ
せ

た
、
ま
た
は
、
そ
の
証
書
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
〔
の

土
地
〕
を
開
墾
せ
ず
に
利
用
し
て
い
た
取
得
者
と
同
様
に
、
当
該
共
同
地

が
い
か
な
る
状
態
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
保
有
を
剥
奪
さ
れ
る
。
〔
但
し
〕
、

保
有
者
が
共
同
に
分
割
に
与
る
者
の
中
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
適
正
に
評
価

さ
れ
た
自
己
の
分
割
地
の
価
額
の
剰
余
金
（
ω
彗
覧
易
）
を
市
町
村
に
支

払
う
こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
そ
の
土
地
の
保
有
の
た
め
に
彼
ら
〔
保
有

者
〕
に
与
え
ら
れ
る
優
先
権
〔
冥
鮫
驚
窪
8
〕
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

さ
ら
に
万
一
の
場
合
に
お
け
る
売
主
の
た
め
の
彼
ら
〔
保
有
者
〕
の
保
障

も
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
第
一
一
条
前
の
〔
数
〕
条
の
い
か
な
る
規
定
に
よ
っ
て
も
、
国
民
公

会
は
、
一
七
九
二
年
八
月
二
八
日
の
デ
ク
レ
の
時
期
に
、
い
か
な
る
滅
効

共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

（
忌
3
ヨ
冥
δ
P
）
に
も
関
係
な
く
、
裁
判
所
で
訴
訟
も
し
く
は
係
争
中
で

あ
っ
た
市
町
村
ま
た
は
か
つ
て
の
家
臣
の
諸
権
利
を
害
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
か
か
る
訴
訟
は
、
本
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
原
則
に
基
づ
い

て
、
権
利
と
主
張
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
お
よ
び
証
書
と
証
拠
そ
の
も
の

に
っ
い
て
裁
判
さ
れ
る
。

　
第
二
一
条
国
民
公
会
は
、
あ
る
い
は
聖
職
録
保
有
者
（
び
魯
曾
9
①
お

①
8
一
診
㌶
豊
∈
窃
）
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
修
道
院
（
3
0
器
曾
9
8
）
、

世
俗
司
祭
団
体
ま
た
は
修
道
士
団
体
（
8
ヨ
目
琶
墜
叡
ω
絃
8
濤
お
ω
霊

鳳
讐
ぎ
お
）
、
マ
ル
タ
騎
士
団
（
o
巳
お
8
匡
巴
8
）
お
よ
び
そ
の
他
の

同
業
団
体
（
8
壱
の
9
8
旨
B
琶
き
菰
ω
）
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
亡
命

者
（
似
昌
鴨
診
）
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
い
か
な
る
名
義
で
あ
れ
国
王
直

轄
領
（
3
ヨ
巴
ま
）
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
保
有
さ
れ
た
共
同
財
産
の
一
部

が
国
民
（
2
讐
一
8
）
に
帰
属
す
る
こ
と
、
並
び
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
、
そ
れ
ら
〔
の
共
同
財
産
〕
は
、
あ
る
い
は
か
か
る
共
同
財
産
が

既
に
売
却
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
国
民
の
利
益
の
た
め
に
や
は
り
売
却
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
存
す
る
地
域
に
お
け

る
市
町
村
ま
た
は
市
町
村
の
セ
ク
シ
ォ
ン
に
帰
属
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
、
を
定
め
る
。

　
第
二
二
条
あ
る
い
は
市
町
村
と
市
町
村
の
間
に
お
け
る
、
あ
る
い
は

そ
の
中
の
唯
一
か
つ
同
一
の
市
町
村
の
住
民
の
間
に
お
け
る
、
共
同
財
産

の
分
割
の
登
録
税
は
、
今
回
に
限
り
二
〇
ス
ー
で
あ
る
。

九
七



　
　
　
　
共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

　
第
一
四
条
共
同
〔
財
産
〕
に
関
す
る
本
デ
ク
レ
の
他
の
い
か
な
る

〔
規
定
〕
に
よ
る
の
で
も
な
く
、
前
の
す
べ
て
の
規
定
に
よ
っ
て
、
市
町

村
に
よ
り
苦
難
の
時
代
（
8
ヨ
陽
留
急
鐸
3
器
）
に
強
制
的
に
譲
渡
さ

れ
た
《
げ
一
①
3
8
ヨ
ヨ
琶
ω
9
窓
鼠
B
自
凶
雲
図
》
に
関
し
先
の
〔
数
〕

デ
ク
レ
に
よ
っ
て
市
町
村
に
認
め
ら
れ
、
〔
か
つ
〕
そ
の
形
式
と
内
容
に

従
っ
て
福
祉
の
目
的
で
執
行
さ
れ
る
買
戻
権
（
騨
9
3
留
冨
畠
魯
）
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
に
対
し
い
か
な
る
妨
害
も
与
え
ら
れ
な
い
。

　
　
第
五
節

　
第
一
条
市
町
村
間
の
分
割
方
式
を
理
由
と
し
て
起
こ
る
こ
と
の
あ
る

争
い
（
8
旨
8
9
菖
o
湧
）
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
執
行
部
の
意
見
に
基

づ
い
て
、
県
の
執
行
部
に
よ
っ
て
、
単
な
る
覚
書
（
目
似
窮
9
お
）
に
よ
り

終
了
さ
れ
る
。

　
第
二
条
県
の
執
行
部
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
執
行
部
の
意
見
に
基

づ
い
て
、
共
同
財
産
の
分
割
方
式
を
理
由
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
こ
と
の
あ

る
す
べ
て
の
主
張
（
鳳
o
富
B
暮
δ
房
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
単
な
る
覚
書

に
よ
り
表
明
す
る
。

　
第
三
条
　
《
獣
Φ
湯
8
旨
ヨ
彗
き
図
o
仁
冨
鼠
ヨ
8
冨
泰
》
を
理
由
と

し
て
、
す
な
わ
ち
市
町
村
が
封
建
権
力
の
力
に
よ
っ
て
剥
奪
さ
れ
た
所
有

〔
地
〕
（
R
o
冥
聾
診
）
に
お
け
る
権
利
、
慣
習
、
主
張
（
冥
傘
o
旨
δ
房
）
、

回
復
の
請
求
（
号
B
鋤
民
3
窪
鼠
雷
窪
一
器
o
ヨ
o
旨
）
、
も
し
く
は
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

の
あ
ま
ね
く
何
ら
か
の
要
求
（
敏
o
『
目
畳
o
霧
）
の
た
め
に
、
市
町
村
と

〔
土
地
〕
所
有
者
の
間
で
現
に
係
属
中
の
、
ま
た
は
提
起
さ
れ
る
こ
と
の

あ
る
す
べ
て
の
訴
訟
は
、
仲
裁
の
方
法
（
ε
富
留
一
、
貧
三
鐸
譜
o
）
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
る
。

　
第
四
条
　
二
市
町
村
も
し
く
は
数
市
町
村
の
間
で
、
そ
の
《
玄
o
房

8
ヨ
ヨ
β
召
二
図
o
仁
廊
9
ヨ
〇
三
餌
自
図
》
を
理
由
と
し
て
、
す
な
わ
ち
当

該
〔
共
同
〕
財
産
の
所
有
も
し
く
は
収
益
を
目
的
と
し
て
、
行
わ
れ
た
ま

た
は
行
わ
れ
る
訴
訟
は
、
同
様
に
仲
裁
の
方
法
に
よ
っ
て
終
了
さ
れ
る
。

　
第
五
条
寡
奪
、
不
法
に
為
さ
れ
た
分
割
、
譲
与
、
開
墾
、
干
拓
の
た

め
に
、
お
よ
び
一
般
に
《
玄
o
房
8
ヨ
B
蝿
壁
舞
霊
℃
讐
『
凶
ヨ
〇
三
き
図
》

を
目
的
と
す
る
す
べ
て
の
争
い
の
た
め
に
、
市
民
に
対
し
て
市
町
村
に
よ

っ
て
行
使
さ
れ
る
ま
た
は
行
使
す
べ
き
訴
え
（
8
二
〇
3
）
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
〔
仲
裁
の
〕
方
法
で
行
な
わ
れ
る
。

　
第
六
条
従
っ
て
、
当
事
者
は
、
〔
当
該
共
同
〕
財
産
の
大
部
分
が
存

す
る
カ
ン
ト
ン
の
治
安
判
事
（
冒
鴨
8
饗
酵
費
8
韓
8
）
の
面
前

に
出
頭
し
、
か
つ
、
各
々
〔
の
当
事
者
〕
が
、
一
名
ま
た
は
数
名
の
仲
裁

人
（
費
露
霞
窃
）
を
等
し
く
選
任
す
る
。

　
第
七
条
　
こ
の
選
任
の
調
書
は
治
安
判
事
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。

　
第
八
条
　
当
該
調
書
は
、
〔
治
安
〕
判
事
に
よ
っ
て
、
お
よ
び
当
事
者

が
そ
の
術
を
心
得
て
い
れ
ば
当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
る
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
〔
署
名
不
能
の
旨
に
つ
い
て
〕
付
記
さ
れ
る
。



　
第
九
条
　
当
事
者
の
一
人
が
自
主
的
に
出
頭
し
よ
う
と
し
な
い
場
合
に

は
、
治
安
判
事
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
単
な
る
召
喚
状
（
鼠
身
一
①
）
に
よ

っ
て
、
出
頭
す
る
こ
と
を
催
告
さ
れ
る
。

　
第
一
〇
条
期
限
が
切
れ
て
も
、
そ
の
当
事
者
が
出
頭
し
な
け
れ
ば
、

治
安
判
事
は
、
職
権
で
（
傷
、
o
臣
8
）
出
頭
し
な
い
当
事
者
の
た
め
に
一
名

の
仲
裁
人
ま
た
は
数
名
の
仲
裁
人
を
選
任
す
る
。

　
第
一
一
条
　
そ
の
〔
選
任
の
〕
調
書
が
作
成
さ
れ
、
治
安
判
事
お
よ
び

出
頭
し
た
当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
る
。

　
第
一
二
条
当
事
者
は
、
一
月
以
内
に
、
自
分
の
証
書
お
よ
び
覚
書
を

仲
裁
人
の
手
許
に
交
付
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
仲
裁
人
は
、
そ
の

交
付
後
二
月
〔
以
内
に
〕
仲
裁
の
裁
定
（
ω
o
旨
窪
8
巽
三
茸
巴
o
）
を
下

し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
条
何
ら
か
の
審
査
（
＜
警
茜
8
菖
o
房
）
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
仲
裁
人
は
、
〔
審
査
を
〕
行
う
た
め
に
専
門
家

（
鴨
房
留
一
．
巽
什
）
を
選
任
す
る
。

　
第
一
四
条
審
査
の
た
め
に
選
任
さ
れ
た
鑑
定
人
は
、
現
在
の
当
事
者

ま
た
は
正
式
に
呼
び
出
さ
れ
る
当
事
者
〔
に
対
し
て
審
査
を
〕
行
い
、
そ

の
調
書
を
作
成
す
る
。
調
書
は
、
鑑
定
人
に
よ
っ
て
、
お
よ
び
当
事
老
が

そ
の
術
を
心
得
て
い
れ
ば
当
事
者
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
る
。
さ
も
な
け
れ

ば
、
〔
署
名
不
能
の
旨
に
つ
い
て
〕
付
記
さ
れ
る
。

　
第
一
五
条
仲
裁
人
間
に
お
け
る
分
割
の
場
合
に
は
、
仲
裁
人
は
そ
の

　
　
　
　
共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

調
書
を
作
成
し
、
自
ら
署
名
し
、
か
つ
そ
れ
を
〔
当
該
共
同
〕
財
産
の
大

部
分
が
存
す
る
カ
ン
ト
ン
の
調
停
部
（
び
畦
①
瑳
8
窓
粛
）
に
直
ち
に
送

達
す
る
。

　
第
一
六
条
調
停
部
は
、
第
三
の
仲
裁
人
（
貯
凶
R
の
・
鶏
玄
霞
①
）
の
選
任

を
行
う
の
を
見
届
け
る
た
め
に
、
そ
の
面
前
に
出
頭
す
べ
き
当
事
者
を
呼

び
出
さ
せ
る
。

　
第
一
七
条
定
め
ら
れ
た
日
に
、
第
三
の
仲
裁
人
が
調
停
部
に
よ
っ
て

多
数
決
で
選
任
さ
れ
る
。
そ
の
調
書
が
作
成
さ
れ
、
当
事
者
が
そ
の
術
を

心
得
て
い
れ
ば
当
事
老
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
る
。
さ
も
な
け
れ
ぽ
、
〔
署

名
不
能
の
旨
に
つ
い
て
〕
付
記
さ
れ
る
。

　
第
一
八
条
治
安
判
事
を
補
佐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
補
佐
人
（
霧
・

の
o
ω
。

・
窪
お
）
は
、
常
に
そ
の
事
件
に
利
害
関
係
の
な
い
カ
ン
ト
ン
の
中
の

市
町
村
（
ヨ
琶
§
短
浮
窃
）
の
一
つ
の
者
の
間
で
選
ば
れ
る
。

　
第
一
九
条
カ
ン
ト
ン
の
中
の
す
べ
て
の
市
町
村
が
利
害
関
係
を
有
す

る
な
ら
ぽ
、
第
三
の
仲
裁
人
は
、
以
上
に
規
定
さ
れ
た
〔
数
〕
形
式
に
お

い
て
、
も
っ
と
も
近
い
カ
ン
ト
ン
の
調
停
部
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
。

　
第
二
〇
条
以
上
に
言
及
さ
れ
た
種
々
の
呼
び
出
し
（
o
凶
鼠
瓜
8
）
の

た
め
の
期
限
は
、
治
安
判
事
の
面
前
へ
の
呼
び
出
し
の
た
め
に
一
七
九
〇

年
一
〇
月
一
四
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
期
限
と
同
様
で
あ

る
。　
第
一
二
条
仲
裁
の
裁
定
は
、
控
訴
（
8
需
一
）
な
く
し
て
執
行
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
裁
判
所
長
の
単
な
る
命
令
に
よ
っ
て
執
行
力
を
付
与

さ
れ
る
。
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
裁
判
所
長
は
、
一
七
九
二
年
八
月
一
六
日
H

二
四
日
の
デ
ク
レ
第
一
章
第
六
条
に
従
っ
て
、
自
ら
に
提
示
さ
れ
る
謄
本

の
末
尾
ま
た
は
余
白
に
お
い
て
そ
の
命
令
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
条
本
デ
ク
レ
は
、
そ
の
諸
規
定
に
反
す
る
す
べ
て
の
法
律
ま

た
は
慣
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
執
行
さ
れ
る
。

〔
原
典
〕

①
U
q
＜
R
α
q
一
g
O
o
＝
8
け
一
8
8
ヨ
覧
警
①
ユ
o
ω
一
〇
凶
ω
｝
山
似
R
g
ω
g

　
o
且
o
昌
昌
僧
昌
8
ω
”
什
。
く
｝
℃
℃
。
oo
謡
6
Go
ω
噛

②
　
O
●
国
o
霞
笹
P
ピ
Φ
短
昌
帥
鵬
Φ
山
o
ω
窪
o
拐
8
ヨ
ヨ
5
召
q
解
這
O
oo
堕

　
℃
唱
認
oo
ー
お
O
・

③
家
帥
く
箆
包
g
冒
畦
o
賞
≧
。
獣
く
。
ω
窓
二
〇
目
窪
什
巴
話
。・
し
弓
。
鍬
・

　
ユ
ρ
け
9
0
ρ
℃
や
旨
令
8
0
。

〔
解
説
〕

　
「
共
同
財
産
分
割
法
」
、
は
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
未
期
以
来
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
を
通
じ
て
為
さ
れ
た
、
共
同
地
問
題
の
法
的
処
理
の
頂
点
に

立
つ
立
法
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
就
中
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期

に
お
け
る
土
地
改
革
の
一
環
と
し
て
企
図
さ
れ
た
共
同
地
分
割
は
、
封
建

制
の
廃
棄
を
前
提
と
し
つ
つ
、
国
有
財
産
の
売
却
と
並
ん
で
、
農
民
的
小

土
地
所
有
の
拡
大
を
目
指
す
土
地
再
分
配
政
策
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「
共
同
財
産
分
割
法
」
は
、
共
同
地
分
割
に
関
す
る
詳

O
O

細
な
手
続
規
定
を
定
め
る
の
み
な
ら
ず
、
共
同
地
の
権
利
関
係
に
関
す
る

実
体
的
規
定
を
も
設
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
同
地
を
巡
る
法
律
問
題
が

共
同
体
の
存
在
態
様
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
以
上
、
共
同
地
政
策
の
一

方
の
柱
は
、
共
同
体
の
法
的
処
遇
の
仕
方
に
帰
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
意
味
で
、
本
法
は
、
共
同
地
問
題
の
核
心
た
る
共
同
体
的
諸
規
制
の
動

向
と
市
民
革
命
期
に
お
け
る
国
家
と
村
落
共
同
体
の
関
係
を
窺
わ
し
め
る

も
の
で
あ
り
、
入
会
権
の
比
較
史
的
研
究
に
も
資
す
る
処
が
大
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
九
日
の
政
変
に
よ
る
山
岳
派
独
裁
体
制
の
崩
壊
後
、

「
共
同
財
産
分
割
法
」
は
、
相
次
ぐ
立
法
に
よ
っ
て
実
質
的
に
骨
抜
き
に

さ
れ
て
い
っ
た
（
特
に
、
一
八
〇
四
年
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
」
第
五
四

二
条
は
、
共
同
地
の
市
町
村
財
産
化
の
根
拠
と
な
っ
た
）
が
、
法
的
に
完

全
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
後
々
ま
で
共
同
地
問
題
の
基
本
法
と
し

て
援
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
農
民
革
命
」
の
一
定
の
成
果
た

る
「
共
同
財
産
分
割
法
」
の
存
在
は
、
共
同
地
を
中
核
と
す
る
共
同
体
的

諸
規
制
に
依
存
す
る
い
わ
ゆ
る
「
分
割
地
農
民
」
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
資

本
主
義
の
展
開
に
特
殊
歴
史
的
な
性
格
を
刻
印
せ
し
め
る
、
役
割
を
付
与

す
る
重
大
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
共
同
財
産
分
割
法
」

の
論
理
的
構
造
お
よ
び
歴
史
的
性
格
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
に
お
け
る
共
同
地
立
法
の
展
開
－
一
七
九
三
年
六
月
一
〇

日
の
「
共
同
財
産
分
割
法
」
を
中
心
と
し
て
」
（
『
早
稲
田
法
学
会
誌
』
第



三
〇
巻
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
法
の
訳
出
に
際
し
て
は
、
三
種
の
原
典
を
比
較
対
照
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
法
文
の
間
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
訳
者
の
判
断
で
正
し
い
と
思

わ
れ
る
方
を
選
択
し
た
。
（
大
野
記
）

共
同
財
産
の
分
割
方
式
に
関
す
る
デ
ク
レ

一
〇
一


